
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアラー支援に向けた重点的取組の状況について 

資料２ 



ケアラー支援普及啓発事業 ①普及啓発

普及啓発ポスター

（A2サイズ）
◼ ケアラー支援の重要性等について

県民、事業者、関係機関、支援

団体等が理解と関心を深め、地

域社会全体でケアラーを支える

気運が醸成されるよう広く配布し、

普及啓発を図ります。

印刷部数

配布先

約 7,800 枚

● 行政機関

● 福祉団体

● 教育機関

● 民間団体・民間企業

● 公共交通機関 など



ケアラー支援普及啓発事業 ①普及啓発

普及啓発リーフレット

（A4サイズ両面三つ折り）

◼ ケアラー支援の重要性等について県民、事業者、

関係機関、支援団体等が理解と関心を深め、

地域社会全体でケアラーを支える気運が醸成さ

れるよう広く配布し、普及啓発を図ります。

印刷部数

配布先

約 420,000 枚

● 行政機関

● 福祉団体

● 教育機関

● 民間団体・民間企業

● 公共交通機関 など



ケアラー支援Webページ制作事業 ①普及啓発 ②相談・支援体制の充実

サイト構成
掲載内容

1 2 3

00 トップページ 普及啓発動画(※２)、ポスター、リーフレット

01 ケアラーを知る

ケアラーとは ケアラー、ヤングケアラーの定義

数字で見るケアラー 栃木県政世論調査、ケアラー実態調査等の結果数値

直面する課題 直面している課題

経験談 ケアラーとしての経験談

02 ケアラーの方へ

相談までのステップ 相談までのSTEP

相談窓口のご案内 市町相談窓口及び支援機関窓口一覧

ケアラーのためのお役立ち情報 ケアラー手帳、ケアラー同士が交流できる場の紹介

03 自治体・支援団体・教育関係者の方へ ケアラー支援ガイドラインを掲載

04 イベント情報等のお知らせ ケアラー支援に関するイベント情報

05 ケアラー支援にあたってのQ&A ケアラー向け及び支援機関向けのQ＆A

知る

理解する

相談窓口等

の案内

お知らせ

Q&A

※１ AIチャットボットでは、ケアラーやケアラーを支援する方に向けて、簡易な相談への応答や相談窓口の案内を24時間体制で行う。

※２ 普及啓発動画は、栃木県在住者をターゲットにYouTube動画広告配信を実施

全ページ画面右下に

AIチャットボット(※１)が追従



ケアラー支援Webページ制作事業 ①普及啓発 ②相談・支援体制の充実

全ページ画面右下に

AIチャットボットが追従

TOPページ
ケアラーとは

数字で見るケアラー

直面する課題

経験談

相談までのステップ

相談窓口のご案内

ケアラーのためのお役立ち情報

自治体・支援団体・教育関係者の方へ

イベント情報等のお知らせ

ケアラー支援にあたってのFAQ

TOPページ



ケアラーとは

数字で見るケアラー

直面する課題

経験談

相談までのステップ

相談窓口のご案内

ケアラーのためのお役立ち情報

自治体・支援団体・教育関係者の方へ

イベント情報等のお知らせ

ケアラー支援にあたってのFAQ

TOPページ

ケアラー支援Webページ制作事業 ①普及啓発 ②相談・支援体制の充実

令和4(2022)令和6(2024)



ケアラーとは

数字で見るケアラー

直面する課題

経験談

相談までのステップ

相談窓口のご案内

ケアラーのためのお役立ち情報

自治体・支援団体・教育関係者の方へ

イベント情報等のお知らせ

ケアラー支援にあたってのFAQ

TOPページ

ケアラー支援Webページ制作事業 ①普及啓発 ②相談・支援体制の充実



ケアラーとは

数字で見るケアラー

直面する課題

経験談

相談までのステップ

相談窓口のご案内

ケアラーのためのお役立ち情報

自治体・支援団体・教育関係者の方へ

イベント情報等のお知らせ

ケアラー支援にあたってのFAQ

TOPページ

ケアラー支援Webページ制作事業 ①普及啓発 ②相談・支援体制の充実

家族介護者の交流 認知症カフェ
患者・家族交流会

(サロン)

疾患グループ別交流会 こども食堂



ケアラー支援Webページ制作事業 ①普及啓発 ②相談・支援体制の充実

AIチャットボット

ケアラーとは

数字で見るケアラー

直面する課題

経験談

相談までのステップ

相談窓口のご案内

ケアラーのためのお役立ち情報

自治体・支援団体・教育関係者の方へ

イベント情報等のお知らせ

ケアラー支援にあたってのFAQ

TOPページ

画面右下に追従

簡易な質問・相談への応答 ＋ 相談窓口の案内  

質問やお悩みごとの入力欄

ご利用案内

質問・相談

利用者評価

AI回答生成

➢ 相談窓口を案内(開発中)

応答・案内



①普及啓発 ②相談・支援体制の充実
③関係機関の連携強化 ④人材育成ケアラー支援知識向上研修事業の実施状況

◼ 地域包括支援センター職員等を対象に、高齢者世代以外のケアラーのニーズや、他分野の 関係機関等との連携手法等
について学ぶことができる研修を実施し、地域包括支援センターの相談機能の強化・充実を図ることができた。

○ 研修プログラムの構成

政策やケアラー
支援の視点

(講義と個人ワーク)

全国の支援事
例紹介

ケアラー支援に
関する意見交
換(グループワーク)

振り返り
（個人ワーク）

実 施 日…前半：令和６(2024)年８月22,23日
              後半：令和７(2025)年２月25,26日

受講者数…87名

前半

前期研修振り
返りや連携型
ケアラー支援の

視点
(講義と個人ワーク)

連携を活かした
全国の支援事
例紹介

連携型ケアラー
支援に関する
意見交換
(グループワーク)

振り返り
（個人ワーク）

後半

研修の様子(前半)

研修テキスト(前期)







  心のサポーター養成研修＠とちぎ 
 

 

誰もがこころの不調を経験する時代。 

手を止めて、相手にそっと寄り添い、心の負担を軽くする。 

そんなちょっとしたコツやご自身の心のケアのコツを学んでみませんか。 

 

※お申し込みは上記 10 回の中から希望する回を１つ選んでください。（10 回１コースではありません。） 

※各回定員 80 名 

※研修会受講者には後日申込メールアドレス宛に認定証が送付されます。 

※開催日の３日前までに電子メールにて Zoom のアカウントを送付いたします。 

回 開催日時 申込締切 共通研修 選択研修 講師 

１ 11 月 5 日（火） 

19 時～21 時 

11 月 4 日（月） ●心のサポー

ターの紹介 

●こころの病

気の実際 

●こころの病

気からの回

復 

●こころをサ

ポートする

方法  

こころの病気につい

て学ぶ 

日本精神科看護協会栃木県支部 

事務局長 鈴木 太 氏 

２ 11 月 19 日（火） 

14 時～16 時 

11 月 12 日（火） ストレスコーピング

でセルフケア 

栃木県精神保健福祉士協会  

会長 稲見 聡 氏 

３ 12 月 1 日（日） 

10 時～12 時 

11 月 24 日（日） こころの病気につい

て学ぶ 

日本精神科看護協会栃木県支部 

事務局長 鈴木 太 氏 

４ 12 月 17 日（火） 

14 時～16 時 

12 月 10 日（火） ストレスコーピング

でセルフケア 

福祉コラボちむくぐる  

とちぎステップ家族相談室室長 

渡邉 厚司 氏 

５ １月 11 日（土） 

10 時～12 時 

１月４日（土） こころの病気につい

て学ぶ 

日本精神科看護協会栃木県支部 

事務局長 鈴木 太 氏 

６ 1 月 28 日（火） 

10 時～12 時 

１月 28 日（火） ストレスコーピング

でセルフケア 

栃木県精神保健福祉士協会  

会長 稲見 聡 氏 

７ ２月 11 日（火） 

14 時～16 時 

２月４日（火） こころの病気につい

て学ぶ 

福祉コラボちむくぐる  

とちぎステップ家族相談室室長 

渡邉 厚司 氏 

８ ２月 18 日（火） 

19 時～21 時 

２月 11 日（火） こころの病気につい

て学ぶ 

日本精神科看護協会栃木県支部 

事務局長 鈴木 太 氏 

９ ３月２日（日） 

10 時～12 時 

２月 23 日（日） ストレスコーピング

でセルフケア 

日本精神科看護協会栃木県支部 

事務局長 鈴木 太 氏 

10 ３月 18 日（火） 

14 時～16 時 

３月 11 日（火） ストレスコーピング

でセルフケア 

栃木県精神保健福祉士協会  

会長 稲見 聡 氏 

研修会のご案内 

詳細や申込み方法については

裏面をご覧ください。 



 

開催方法：オンライン（Zoom） 

対  象：県内在住、在勤、在学の方（子どもから大人まで） 

参 加 費：無料 

申 込 先：https://form.run/@booska--jtH6egkB15IZKYmpn8Ds 

問 合 先：一般社団法人日本精神科看護協会栃木県支部  

鈴木宛（TEL 090-7805-5643） 

     栃木県保健福祉部障害福祉課精神保健福祉担当（TEL 028-623-3093） 

※お問い合わせの際には、「心のサポーター養成研修の件」とお伝えください。 

【主催】栃木県   【実施】一般社団法人日本精神科看護協会 栃木県支部 

 

講師紹介 

福祉コラボちむくぐる とちぎステップ家族相談室 室長 渡邉 厚司 氏 

 

 

 

 

 

 

栃木県精神保健福祉士協会 会長 稲見 聡 氏 

 

 

 

 

 

 

 

日本精神科看護協会栃木県支部 事務局長 鈴木 太 氏 

【講師プロフィール】 

精神保健福祉⼠・社会福祉⼠・作業療法⼠、相談⽀援専⾨員、修⼠（福祉⼼理学・東
北福祉⼤学）。 
1989 年 栃⽊県⼊職後、栃⽊県⽴岡本台病院などの精神科医療機関、医療福祉専⾨
職の養成教育機関などを経て、現在、⼀般社団法⼈福祉コラボちむぐくる とちぎス
テップ家族相談室室⻑。 
他、栃⽊県精神保健福祉センター、栃⽊県中央児童相談所、栃⽊県県北児童相談所、
法務省喜連川社会復帰促進センター等でも⾮常勤専⾨職としてメンタルヘルスの臨
床に従事し続けています。 

【講師プロフィール】 
精神保健福祉士・社会福祉士・准看護師・公認心理師。 
1990 年 医療福祉法人報徳会宇都宮病院に入職し、相談支援業務に従事。グルー
プホームの世話人・サービス管理責任者の経験を経て、現在、同病院の総合支援課
長。 
現在は一般社団法人栃木県精神保健福祉士協会会長 兼 公益社団法人日本精神保
健福祉士協会 栃木県支部長就任。 
他、栃木県自殺対策連絡協議会、栃木県自立支援協議会、栃木県災害福祉広域支援協
議会の委員を担っています。 

↑こちらの QR 

コードからも申込可 

【講師プロフィール】 
精神科看護師。 
1981 年 医療福祉法人誠之会氏家病院に入職し、看護業務に従事。 
病棟師長、看護部長の経験を経て、現在、一般社団法人癒しの風訪問看護ステーショ
ン所長。 
日本精神科看護協会栃木県支部長を経て、現在は同協会栃木県支部事務局長。 
他、さくら市民活動支援センターなどで活動中。 

詳細・申込方法等について 



研修受講修了者の方には、派遣依頼に応じて、①家族が集まる茶話会、②市町や障害福祉サービス事業所が

主催する研修会、③発達障害者支援センターふぉーゆうが開催する家族教室等の場において、ピアサポーター

として活動いただく場合があります。 

発達障害のある方のご家族同士が話し合う場において、同様の立場の経験者として、互いの体験を 

分かち合いながら話を聴いて必要な情報を提供したり、障害についての理解を広げる活動をして 

いただくピアサポーターの養成研修を開催します。 

回 日時 テーマ及び講師 会場

栃木県立リハビリテーション
センター　３階　大会議室

住所：宇都宮市駒生町
　　　　　　3337-１

※午前の部は、「高次脳機能障害
事業」と合同開催となります。

「きょうだい支援（仮題）」
　　講師：きょうだい会SHAMS
　　　　　代表　滝島 真優 氏
「ペアレント・プログラムについて」
　　講師：発達障害者支援地域支援
　　　　　マネージャー（調整中）

９月24日（火）～
10月29日（火）

配信期間中、いつでも何度で
も視聴可能。
受講後アンケートへの回答
をもって、受講確認とさせてい
ただきます。

「栃木県の施策説明」
　講師：栃木県障害福祉課

「傾聴とは（仮題）」
　講師：栃木県カウンセリング協会

「支援者のメンタルヘルス」
　講師：こども発達支援センターさの かりん

　　　　　施設長　藤原 雄一 氏

栃木県立リハビリテーション
センター　３階　大会議室

住所：宇都宮市駒生町
　　　　　　3337-１

※午後の部は、「発達障害家族教
室」と合同開催となります。

第
１
回

９月３日（火）

10:00～15:00

（受付９:45～）

10月８日（火）

10:00～15:00

（受付９:45～）

第
２
回

「地域資源との連携（仮題）」
　講師：相談支援センターひかり

　　　　　相談支援専門員　渡邊 太樹 氏

「発達障害の理解と家族の対応」
　講師：柳川小児科医院　副院長
　　　　こだわりっこの会　代表
　　　　　柳川  悦子 氏

オ
ン
ラ
イ
ン

  

 

 

 

 

 

主催・問合せ先：栃木県障害者総合相談所（栃木県発達障害者支援センターふぉーゆう）  

栃木県宇都宮市駒生町 3337-1 TEL：028-623-6111  

以下の要件を全て満たす方が対象です。 

①発達障害児者との生活経験を有する者。 

②社会福祉施設等要覧に掲載されている発達障害関係団体及びそれに 

準ずる関係団体から推薦があること（ただし、自己推薦は除く。）。 

③下記日程の研修をすべて受講できること。 

④栃木県内にてピアサポーターとして研修や派遣事業（※）への参加ができること。 

※状況に応じてフォローアップ研修を開催します（※R7.2～３月 開催予定）。 

 派遣事業 

・このピアサポーター養成研修は、家族の方を対象としています。 

・養成講座の中で、特定の方のご相談をうかがうことはできません。ご相談を希望される方は、発達障害者支援

センターふぉーゆうにご相談ください。 

・ピアサポーターとして活動する際には、特定の治療法、代替療法、健康食品の推奨や、特定の政治団体、宗教 

団体の支持などを行わないでください。 

 その他 

 内 容 

 対 象 ピアサポートとは・・・ 

同じような立場や状況、 

経験等をもつ人同士（ピア）の

支え合いを意味しています。 

お申込み方法：所属されている関係団体の長に御連絡ください。  締切り：令和６年 8 月 20 日（火） 



受講修了者の方には、派遣依頼に応じて、福祉サービス事業所や病院、栃木県障害者総合相談所が開催

する家族教室等の場において、ピアサポーターとして活動いただく場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度「高次脳機能障害ピアサポーター養成講座」の受講者を募集します！ 

栃木県では、高次脳機能障害のある方のご家族同士が話し合う場において、同様の立場の経験者とし

て、互いの体験を分かち合いながら話を聴いて必要な情報を提供したり、障害についての理解を広げる

活動をしていただくピアサポーターの養成講座を開催します。 

その他 

講座内容・スケジュール 

 

・このピアサポーター養成講座は、家族介護者の方を対象としています。 

・養成講座の中で、特定の方のご相談をうかがうことはできません。ご自身の相談を希望される方は、

栃木県障害者総合相談所にご相談ください。 

・ピアサポーターとして活動する際には、特定の治療法、代替療法、健康食品の推奨や、特定の政治団

体、宗教団体の支持等の行為はお断りいたします。 

 

・このほか、動画視聴による受講を依頼予定です。 

・ピアサポート活動後、R7.2～3月頃、フォローアップ研修の開催を予定しています。 

 

 

① 高次脳機能障害のある家族を介護した経験がある方（概ね 1年以上） 

② とちぎ高次脳機能障害友の会会員、または介護者として同じような立場の方の力になりたい、サポー

トしたい、とお考えの方 

③ 指定された講座への参加が可能である方 

④ 栃木県内にてピアサポーターとして活動ができる見込みがある方 

受講対象者は？ 

 

ピアサポート活動・派遣事業 

栃木県障害者総合相談所 発達・高次脳機能障害支援課   

☎028－623－6114  （受付時間：平日８:30～17:15） 

・ピア（peer）：同じ立場や境遇、経験を持つ「仲間」を意味 
 
・サポート（support）：支える 

栃木県・ピアサポーター事業 

 

ピアサポーターとは？ 

同じような経験があり、その経験を活かして同じ境遇

にある仲間（今回は高次脳機能障害のある方を支える

家族）をサポートする人のこと 

 

以下の要件をすべて満たす方が対象です。 

申込み・問合せ先 申込みは電話で受け付けます。 締切り：令和６年 8月２0日（火） 

日　　　　程 テーマ及び講師 会　　　　場 備考

「栃木県の施策説明」
　講師：栃木県障害福祉課職員

「傾聴とは」（仮題）
　講師：栃木県カウンセリング協会

令和６年９月３日（火）
13：30～15：00

「高次脳機能障害の生活支援について
　～駒生園での取組、事例から考えよう～」（仮題）
　講師：栃木県立リハビリテーションセンター駒生園
　　　　　作業療法士　加藤　由里　氏

とちぎ健康の森
　２階　小会議室
（住所：宇都宮市駒生町3337－1）

関係機関の
職員が参加
する場合も
あります。

第
２
回

令和６年10月30日（水）
11：00～15：00
（受付：10：45～）
＊昼休憩含む

「高次脳機能障害とピアサポート」
「ピアサポーターのこころとそのケア」（仮題）
　講師：栃内第二病院リハビリテーション部副部長
　　　　　公認心理師　山舘　圭子　氏

とちぎ福祉プラザ
　２階　第１研修室
（住所：宇都宮市若草１－１０－６）

第
1
回

令和６年９月３日（火）
10：00～12：00
（受付：9：45～）

栃木県立リハビリテーションセンター
　３階　大会議室
（住所：宇都宮市駒生町3337－1）

午前の部は
発達障害の
事業と合同
開催



関係機関を対象とした研修の実施

SSW（スクールソーシャルワーカー）の拡充

ヤングケアラー等家庭への家事・育児支援（ヘルパー派遣）

県ヤングケアラー・コーディネーターの配置

○市町職員、福祉関係事業所等を対象とした研修
・令和７年２月14日（金）実施
・内容『ヤングケアラーから「家庭まるごと支援」を考える』
（講師：一般社団法人ヤングケアラー協会 星野 桃代 氏）等

○教職員、SSW等を対象とした研修：７回実施
○ケアマネージャー事業所、学校への出前研修等：６回実施

○配置数の増（R5:41名→R6:42名）
○県立学校４校（県央東・県央西・県南・県北）への配置
による周辺校への支援の拡充

○ヤングケアラーを含む、困難を抱える家庭への家事・育児支援等
○今年度、16市町で実施

○こども政策課に１名配置し、市町・地域における取組を支援
○市町ヤングケアラーコーディネーター（宇都宮市・足利市・
栃木市・佐野市）との意見交換会
・令和６年10月22日（火）実施

関係機関の支援

具体的支援の推進

ヤングケアラー支援に係る取組状況

ヤングケアラー・フェスティバル2025の開催

○令和７年２月24日（月・祝）宇都宮ライトキューブにて開催

普及啓発

啓発動画の活用
○動画２本をYouTube配信
中高生向け32,977回、おとな向け33,028 回再生（2/17時点）
○県内の各学校等で研修や授業に活用しやすいよう、映像データを配布

▲栃木県ヤングケアラー啓発動画「今日もわたしたちは
家に帰る」（令和６年３月７日公開）

※令和７年度新規事業
・ＬＩＮＥ相談窓口の開設

ＬＩＮＥにより気軽に相談できる窓口等を整備し、
必要な支援につなげるきっかけとする。

・サロンの設置
当事者同士などがつながり・話し合う場の創設により、
悩みや経験等の共有を通じて、孤立感の軽減を図る。
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